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　ぼくは、三
さん

線
しん

と太鼓と おどりをならって
います。楽しい時は、一人で三線をひいてい
る時がうれしい。いちばんはじめにならった
のは、おどりです。ぼくが３才の時に ちい
きのぼんおどりでおどっているところ、古典
りゅうぶの先生からこえがかかってでしに
なった。５才の時から ぶたいにたち、いま
の２５才までおけいこをつづけています。
　太鼓は、５ねんせいの時からはじめました。
１８才のころからしょうにチャレンジして　
ついに２２才の時にさいこうしょうをとりま
した。今ではイベントでかつやくしています。
　三線をはじめたきっかけは、１５才の時に　
みんようのはっぴょうかいをみて三線をやり
たいとおもったです。１５才からはじめた
三線で めいっこや おいっこに きかせていま
す。いちばんとくいなのは、「肝がなさ節」
と「てぃんさぐぬ花」です。三線のれんしゅ
うをたくさんして しんじんしょうをとりた
いです。

　そのほかに ちいきのかつどうとして１７
才の時から「FM とよみ」で、みんようをしょ
うかいする「ゆがふ幸

さち

人
と

の民謡でーびる」
（注：毎週木曜12時から２時間の生放送を一人
で担当。民謡の曲を25曲程度紹介）というばん
ぐみでラジオをしています。かぞくのきょう
りょくのもと ２じかんばんぐみでがんばって
います。これからもよろしくおねがいします。　　

　兄は、おんきょうのしごとをしています。
ぼくがやすみの時は、ときどき兄のしごとを
てつだっています。ぼくのやくわりは、マイ
クスタンドをだしたり、かたづけをします。
いちばんすきなのは、ミキサーの前で ぶたい
をみているのがすきです。

　ばくのたいせつなしごとは「しゅうろうし
えんアロハ」で やさいやマンゴーをつくっ
ています。しごとのあとは、おけいこや ち
いきかつどうにさんかしています。おしご
とがあるから あさもおきるようになりまし
た。おきゅうりょうをもらって お母さんを
たすけたいとおもっています。
　しごとやおけいこでは、みんながこえをか
けてくれるからうれしいです。かぞくやみ
んなにたすけてもらって かんしゃしていま
す。だいすきな古典音楽や みんようをまい
にちききながらがんばっています。これから
もつづけていきます。

主張 するセルフ・アドボケート たち　　　　　　　　　  No.13

ぼくのすきなこと
赤
あか

嶺
みね

 幸
さち

人
と

（25 歳・沖縄県）
　「アドボケート」（advocate）とは、障害関連では、権利擁護のための活動を支持する人、擁護する人、
代弁する人の意味です。この企画では、「セルフ・アドボケート」＝ダウン症のある人たちに、自ら、自分
の言葉で、現在の生活についてや思いなどを伝えていただきます。全国からの発信をお待ちしています。

＜プロフィール＞
1990年、沖縄県
生まれ。二男二女
の末っ子。地域の
中で生活してほし

いとの両親の思いで、保育園から中学校まで地域の公立学校
へ。中学卒業後、学習塾やお稽古中心に過ごす。現在、お稽古、
仕事、地域・舞台活動と、充実した日々を送っている。


